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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データの改ざんの防止を行うデバイスを搭載する第1面及びフィスカルメモリを搭載す
る第2面を備えるフィスカルメモリ基板と、
　前記フィスカルメモリ基板を挿入して保持するためのスペースを有する金属製の保持部
と、を有し、
　前記フィスカルメモリ基板は、前記フィスカルメモリ基板が前記保持部の前記スペース
に挿入された状態で、前記フィスカルメモリ基板が前記保持部に接触するのを防止して電
気絶縁性を確保する接触防止部を前記第1面及び前記第２面に備え、
　前記保持部は、前記フィスカルメモリ基板の前記第１面及び前記第２面に対向する面に
突起部を備え、
　前記フィスカルメモリ基板は前記保持部の前記スペース内に収容され、前記フィスカル
メモリ基板の前記第１面に搭載された前記デバイス、前記フィスカルメモリ基板の前記第
２面に搭載された前記フィスカルメモリ、及び前記保持部に設けられた前記突起部を封止
剤が覆うことを特徴とするフィスカルユニット。
【請求項２】
　前記保持部は、金属製のケースであることを特徴とする請求項１に記載のフィスカルユ
ニット。
【請求項３】
　前記接触防止部は、前記フィスカルメモリ基板に搭載されて回路上機能する部品である
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ことを特徴とする請求項２に記載のフィスカルユニット。
【請求項４】
　前記接触防止部は、前記フィスカルメモリ基板に搭載されて回路上機能しないダミーの
部品であることを特徴とする請求項２に記載のフィスカルユニット。
【請求項５】
　前記接触防止部の前記フィスカルメモリ基板における搭載高さは、前記フィスカルメモ
リ基板に搭載されている部品の前記フィスカルメモリ基板における搭載高さよりも、大き
く設定されていることを特徴とする請求項１に記載のフィスカルユニット。
【請求項６】
　前記接触防止部は、前記フィスカルメモリ基板の前記第１面および前記第２面の四隅に
配置されていることを特徴とする請求項５に記載のフィスカルユニット。
【請求項７】
　フィスカルメモリを搭載するプリンタであって、
　データの改ざんの防止を行うデバイスを搭載する第1面及び前記フィスカルメモリを搭
載する第2面を備えるフィスカルメモリ基板、及び前記フィスカルメモリ基板を挿入して
保持するためのスペースを有する金属製の保持部を有するフィスカルユニットと、
　レシートを印刷する印刷部と、を備え、
　前記フィスカルユニットの前記フィスカルメモリ基板は、前記フィスカルメモリ基板が
前記保持部の前記スペースに挿入された状態で、前記フィスカルメモリ基板が前記保持部
に接触するのを防止して電気絶縁性を確保する接触防止部を前記第1面及び前記第２面に
備え、
　前記フィスカルユニットの前記保持部は、前記フィスカルメモリ基板の前記第１面及び
前記第２面に対向する面に突起部を備え、
　前記フィスカルメモリ基板は前記保持部の前記スペース内に収容され、前記フィスカル
メモリ基板の前記第１面に搭載された前記デバイス、前記フィスカルメモリ基板の前記第
２面に搭載された前記フィスカルメモリ、及び前記保持部に設けられた前記突起部を封止
剤が覆うことを特徴とするフィスカルユニットを有するプリンタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィスカルユニットおよびフィスカルユニットを有するプリンタに関し、特
にフィスカルメモリを実装しているフィスカルメモリ基板の電気絶縁性を確保でき、フィ
スカルメモリの改ざんを防止することができるフィスカルユニットおよびフィスカルユニ
ットを有するプリンタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　小売業などで用いられる会計用のプリンタは、フィスカルメモリ基板を有しており、フ
ィスカルメモリ基板には、フィスカルメモリが実装されている。このフィスカルメモリに
記憶されているフィスカルデータが改ざんできないようにするために、フィスカルメモリ
を実装しているフィスカルメモリ基板がフィスカルユニットのカバー部材から簡単に取り
外しできない構成とすることが、法律（フィスカル法）で要求されている。このため、フ
ィスカルメモリは樹脂で覆って固定することが要求されている。
【０００３】
　ところで、従来、電子部品を実装した基板が金属ケースにより覆われて、この基板の両
面が金属ケース内の樹脂により封止される基板の封止構造が提案されている（例えば、特
許文献１参照）。
【特許文献１】特開平６－２８３６３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　フィスカルメモリ基板がカバー部材内に挿入して保持する構造に対して、特許文献１に
開示されている金属ケースと樹脂による封止構造を採用すると、フィスカルメモリ基板上
のフィスカルメモリやその他の回路上機能している部品が、金属製のカバー部材に対して
電気的絶縁性を確保できるのは、樹脂部分だけである。
【０００５】
　しかし、プリンタの小型化のためにフィスカルユニットを薄型化しようとすると、カバ
ー部材が薄型になり、カバー部材の内面とフィスカルメモリ基板やその他の回路上機能し
ている部品との間の隙間が小さくなり、フィスカルメモリ基板を覆っている樹脂部分の厚
みが薄くなってしまう。このため、フィスカルメモリ基板上のフィスカルメモリやその他
の回路上機能している部品とカバー部材との間における電気絶縁性が確保できないという
問題があった。
【０００６】
　そこで、本発明は上記課題を解消するために、簡単な構造でありながら、フィスカルメ
モリ基板上のフィスカルメモリやその他の回路上機能している部品と金属製の保持部との
間の電気的絶縁性を確保して、さらにはフィスカルメモリの改ざんを防止することができ
るフィスカルユニットおよびフィスカルユニットを有するプリンタを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解消するために、本発明の態様にかかるフィスカルユニットは、データの改
ざんの防止を行うデバイスを搭載する第1面及びフィスカルメモリを搭載する第2面を備え
るフィスカルメモリ基板と、前記フィスカルメモリ基板を挿入して保持するためのスペー
スを有する金属製の保持部と、を有し、前記フィスカルメモリ基板は、前記フィスカルメ
モリ基板が前記保持部の前記スペースに挿入された状態で、前記フィスカルメモリ基板が
前記保持部に接触するのを防止して電気絶縁性を確保する接触防止部を前記第1面及び前
記第２面に備え、前記保持部は、前記フィスカルメモリ基板の前記第１面及び前記第２面
に対向する面に突起部を備え、前記フィスカルメモリ基板は前記保持部の前記スペース内
に収容され、前記フィスカルメモリ基板の前記第１面に搭載された前記デバイス、前記フ
ィスカルメモリ基板の前記第２面に搭載された前記フィスカルメモリ、及び前記保持部に
設けられた前記突起部を封止剤が覆うことを特徴とする。この態様によると、簡単な構造
でありながら、フィスカルユニットにおいて、フィスカルメモリ基板上のフィスカルメモ
リやその他の回路上機能している部品と金属製の保持部との間の電気的絶縁性を確保する
ことができる。
【０００８】
　本発明の他の態様にかかるフィスカルユニットは、好ましくは前記保持部は、金属製の
ケースであることを特徴とする。この態様によると、フィスカルメモリ基板は保持部のス
ペース内において封止剤により固定された状態で被覆されていることから抜くことが困難
になり、フィスカルメモリに記憶されているフィスカルデータの改ざんを確実に防止する
ことができる。
【０００９】
　本発明の他の態様にかかるフィスカルユニットは、好ましくは前記接触防止部は、前記
フィスカルメモリ基板に搭載されて回路上機能する部品であることを特徴とする。この態
様によると、電気絶縁用の部品を別途用意する必要がなく、フィスカルメモリ基板に対し
て接触防止部を用いるだけで済むので、フィスカルユニットの構造が薄型化と単純化が図
れる。
【００１０】
　本発明の他の態様にかかるフィスカルユニットは、好ましくは前記接触防止部は、前記
フィスカルメモリ基板に搭載されて回路上機能しないダミーの部品であることを特徴とす
る。この態様によると、電気絶縁用の部品を別途用意する必要がなく、フィスカルメモリ
基板に対して接触防止部を用いるだけで済むので、フィスカルユニットの構造が薄型化と
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単純化が図れる。
【００１２】
　本発明の他の態様にかかるフィスカルユニットは、好ましくは前記接触防止部の前記フ
ィスカルメモリ基板における搭載高さは、前記フィスカルメモリ基板に搭載されている部
品の前記フィスカルメモリ基板における搭載高さよりも、大きく設定されていることを特
徴とする。この態様によると、各部品と保持部との間の電気的な接触を確実に防いで電気
絶縁性を確保することができる。
【００１３】
　本発明の他の態様にかかるフィスカルユニットは、好ましくは前記接触防止部は、前記
フィスカルメモリ基板の前記第１面および前記第２面の四隅に配置されていることを特徴
とする。この態様によると、接触防止部の単純な配置により、フィスカルメモリ基板の各
部品と金属製の保持部との間の電気的な接触を確実に防いで電気絶縁性を確保することが
できる。
【００１４】
　本発明の態様にかかるフィスカルユニットを有するプリンタは、フィスカルメモリを搭
載するプリンタであって、データの改ざんの防止を行うデバイスを搭載する第1面及び前
記フィスカルメモリを搭載する第2面を備えるフィスカルメモリ基板、及び前記フィスカ
ルメモリ基板を挿入して保持するためのスペースを有する金属製の保持部を有するフィス
カルユニットと、レシートを印刷する印刷部と、を備え、前記フィスカルユニットの前記
フィスカルメモリ基板は、前記フィスカルメモリ基板が前記保持部の前記スペースに挿入
された状態で、前記フィスカルメモリ基板が前記保持部に接触するのを防止して電気絶縁
性を確保する接触防止部を前記第1面及び前記第２面に備え、前記フィスカルユニットの
前記保持部は、前記フィスカルメモリ基板の前記第１面及び前記第２面に対向する面に突
起部を備え、前記フィスカルメモリ基板は前記保持部の前記スペース内に収容され、前記
フィスカルメモリ基板の前記第１面に搭載された前記デバイス、前記フィスカルメモリ基
板の前記第２面に搭載された前記フィスカルメモリ、及び前記保持部に設けられた前記突
起部を封止剤が覆うことを特徴とする。この態様によると、簡単な構造でありながら、フ
ィスカルユニットにおいて、フィスカルメモリ基板上のフィスカルメモリやその他の回路
上機能している部品と金属製の保持部との間の電気的絶縁性を確保することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明のフィスカルユニットによれば、簡単な構造でありながら、フィスカルメモリ基
板上のフィスカルメモリやその他の回路上機能している部品と金属製の保持部との間の電
気的絶縁性を確保することができる。
【００１６】
　本発明のフィスカルユニットを有するプリンタによれば、簡単な構造でありながら、フ
ィスカルユニットにおいて、フィスカルメモリ基板上のフィスカルメモリやその他の回路
上機能している部品と金属製の保持部との間の電気的絶縁性を確保することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して、本発明の好ましい実施形態を詳細に説明する。　
【００１８】
　図１は、本発明のフィスカルユニットおよびフィスカルユニットを有するプリンタの好
ましい実施形態を示す分解斜視図である。図２は、本発明のフィスカルユニットおよびフ
ィスカルユニットを有するプリンタの好ましい実施形態を別示す斜視図である。
【００１９】
　図１と図２に示すプリンタ１は、フィスカルユニット２０を有している。フィスカルユ
ニット２０は、フィスカルメモリ基板１０を備えており、図２に示すように、フィスカル
メモリ基板１０はフィスカルメモリ１００を実装している。このプリンタ１は、フィスカ
ルプリンタとも呼ばれ、販売取引の際には販売取引に関するフィスカルデータ（フィスカ



(5) JP 4978112 B2 2012.7.18

10

20

30

40

50

ル情報ともいう）をモニタリングして記憶するために使用される。フィスカルメモリ基板
１０はフィスカル基板ともいう。
【００２０】
　フィスカルメモリ１００に記憶されているフィスカルデータが改ざんできないようにす
るために、フィスカルメモリ１００はフィスカルユニット２０から簡単に取り外しできな
い構成とすることが、法律（フィスカル法）で要求されている。会計上のフィスカル法（
フィスカルデータ、フィスカル情報）の内容は、国によって異なっている。
【００２１】
　まず、図１～図３を参照して、プリンタ１の構造について説明する。図３は、本体２の
後部５の下部にフィスカルユニット２０が装着されている状態を示すプリンタ１の側面図
である。
【００２２】
　図１と図２に示すプリンタ１は、本体２と下部カバー３を有している。プリンタ１は、
例えば顧客に渡すフィスカルレシートや、小売業者用のレシートの控えであるジャーナル
を印刷して排出したり、１日毎の合計を記憶したり、レシートの商品品目毎に合計額を加
算する。
【００２３】
　図１に示す本体２の前部４は、例えばフィスカルレシートやジャーナルを排出する。本
体２の後部５の下部には、長方形状の開口部６が設けられている。
【００２４】
　図３に示すように、フィスカルユニット２０が、後部５の開口部６に対応して本体２に
対して着脱可能に装着されるようになっている。このフィスカルユニット２０はフィスカ
ルモジュールと呼ぶこともできる。
【００２５】
　図２に示すように、このフィスカルユニット２０は、第１基板としてのフィスカルメモ
リ基板１０と、第２基板であるインターフェース基板２００と、金属製のカバー部材３０
０を有している。フィスカルメモリ基板１０とインターフェース基板２００は、カバー部
材３００によりＹ方向に沿って平行に保持されている。図２に示す例では、フィスカルメ
モリ基板１０とインターフェース基板２００は共に長方形あるいは正方形の回路基板であ
る。図示例では、インターフェース基板２００側に実装される部品数がフィスカルメモリ
基板１０に実装される部品数に比べて多いことから、インターフェース基板２００がフィ
スカルメモリ基板１０に比べて大きい。
【００２６】
　次に、図４と図５を参照して、フィスカルユニット２０のフィスカルメモリ基板１０と
インターフェース基板２００と金属製のカバー部材３００の構造について、詳しく説明す
る。
【００２７】
　図４は、カバー部材３００とフィスカルメモリ基板１０を第１方向から示す斜視図であ
り、図５は、カバー部材３００とフィスカルメモリ基板１０を第１方向とは反対の第２方
向から示す斜視図である。カバー部材３００は、基板のホルダーとも呼ぶことができる。
【００２８】
　まず、カバー部材３００について説明する。図４と図５に示すように、カバー部材３０
０は、例えば鉄板などの金属板を折り曲げることにより箱形に形成されており、側面部３
０１，３０２，３０３，３０４と、底面部３０５を有している。
【００２９】
　側面部３０１，３０２，３０３，３０４は、底面部３０５の４辺から９０度立ち上げて
形成されている。側面部３０１と側面部３０２は対向して配置され、側面部３０３と側面
部３０４は対向して配置されている。側面部３０１と側面部３０２の面積は、側面部３０
３と側面部３０４の面積に比べて大きい。
【００３０】
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　図４に示すように、４つの側面部３０１，３０２，３０３，３０４と底面部３０５は、
収容空間３２０を形成している。この収容空間３２０の開口部３２１には、図２に示すイ
ンターフェース基板２００の挿入端部側が挿入して保持されるようになっている。
【００３１】
　カバー部材３００の収容空間３２０内には、保持部４１０が、フィスカルメモリ基板１
０を挿入して保持するために設けられている。
【００３２】
　側面部３０３は取り付け片部３０６を有し、側面部３０４は取り付け片部３０７を有し
ている。取り付け片部３０６，３０７は、側面部３０３と側面部３０４からそれぞれ９０
度外側に向けて折り曲げて形成されている。取り付け片部３０６，３０７は、それぞれボ
ルトを挿入するための穴３０８を有している。
【００３３】
　図２に示すように、このフィスカルユニット２０のカバー部材３００は、ボルト３１０
を穴３０８に通してボルト３１０を本体２の雌ネジ３１１にねじ込むことで、本体３１０
の開口部６に対応して後部５に対して着脱可能に固定することができる。図４に示すカバ
ー部材３００の開口部３２１の大きさは、例えば図２に示す本体２の開口部６の大きさに
対応している。
【００３４】
　このようにしてフィスカルユニット２０が本体２に対して固定された状態では、図３に
示すように、フィスカルメモリ基板１０の一部分とインターフェース基板２００の一部分
が、本体２内に位置決めされる。
【００３５】
　次に、図４と図５に示すフィスカルメモリ基板１０を保持するための保持部４１０につ
いて説明する。
【００３６】
　カバー部材３００の保持部４１０は、収容空間であるスペース４４１を有しており、フ
ィスカルメモリ基板１０がスペース４４１内に挿入される。カバー部材３００の保持部４
１０は、フィスカルメモリ基板１０とフィスカルメモリ１００および回路上機能する部品
を保護するための保護装置である。
【００３７】
　この保持部４１０は、ケースあるいはポケット部とも言うことができ、保持部４１０は
、カバー部材３００の収容空間３２０内において、側面部３０２の内面３３０側に設けら
れている。
【００３８】
　保持部４１０は、側面部３０２の内面３３０と、側面部４１１と、側面部４１２，４１
３と、底面部４１４により形成されている薄型の容器である。側面部３０２の内面３３０
と側面部４１１と側面部４１２，４１３は、長方形状の開口部４４０を形成している。
【００３９】
　図６は、保持部４１０を示す平面図である。図４と図６に示す開口部４４０の長さＬは
、フィスカルメモリ基板１００の長さＭよりもやや大きく、開口部４４０の幅Ｄは、フィ
スカルメモリ基板１００の厚みＮよりも大きく設定されている。
【００４０】
　図４と図６に示すように、側面部３０２の内面３３０と側面部４１１の内面４９１には
、それぞれ複数の突起部４５０が突出して形成されている。内面３３０の各突起部４５０
と内面４９１の各突起部４５０は、例えば互いに対面する位置に形成されている。
【００４１】
　内面３３０の各突起部４５０は、好ましくは内面３３０において開口部４４０側に近い
位置において間隔を空けて並べて形成されている。内面４９１の突起部４５０は、好まし
くは内面４９１において開口部４４０側に近い位置において間隔を空けて並べて形成され
ている。つまり、各突起部４５０は、好ましくは保持部４１０の開口部４４０に近い位置
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であって、底面部４１４からは離れた位置に形成されている。各突起部４５０は図示例で
は例えば円形断面を有する。
【００４２】
　次に、図２に示すフィスカルメモリ基板１０の形状例と、インターフェース基板２００
の形状例について説明する。
【００４３】
　図２に示すように、フィスカルメモリ基板１０とインターフェース基板２００は、フィ
スカルユニット２０のカバー部材３００に対して挿入して保持される。
【００４４】
　フィスカルメモリ基板１０は、図４と図５に示すように保持部４１０内のスペース４４
１内に挿入して保持される。インターフェース基板２００は、図２と図３に示すようにカ
バー部材３００の収容空間３２０内に挿入して保持される。フィスカルメモリ基板１０は
インターフェース基板２００に対して平行になるように保持されている。
【００４５】
　図４と図５に示すように、フィスカルメモリ基板１０は、第１面１０Ａと第２面１０Ｂ
を有している。
【００４６】
　図４に例示するように、フィスカルメモリ基板１０の第１面１０Ａには、ＣＰＬＤ１１
と、例えばその他の回路上機能する部品１００Ｍ、１００Ｎなどが実装されている。
【００４７】
　図５に例示するように、フィスカルメモリ１００とその他の回路上機能する電子部品１
００Ｈとコネクタ１００Ｔが実装されている。
【００４８】
　図４に示すＣＰＬＤ１１は、図２のインターフェース基板２００に実装されたメインＣ
ＰＵと、図５に示すフィスカルメモリ１００に電気的に接続されている。このＣＰＬＤ１
１は、プログラム可能な論理回路を書き込んだデバイスであり、フィスカルメモリ１００
への書き込み／読み出しを制御する。また、ＣＰＬＤ１１はデータの改ざんの防止の機能
を持っている。
【００４９】
　フィスカルメモリ１００は、売り上げに対する税金のデータを記録して、改ざん防止の
ために、ワンタイムＲＯＭと呼ばれる１つのアドレスに１度しか書き込みできないタイプ
のメモリを使用する。
【００５０】
　図５に示すコネクタ１００Ｔは、フレキシブルフラットケーブル１００Ｆの一端部側に
電気的に接続され、別のコネクタ１００Ｇは、フレキシブルフラットケーブル１００Ｆの
他端部側に電気的に接続されている。コネクタ１００Ｇは、図２に示すようにインターフ
ェース基板２００側に対して電気的かつ機械的に接続される。これにより、フィスカルメ
モリ基板１０の回路とインターフェース基板２００の回路は、フレキシブルフラットケー
ブル１００Ｆを通じて電気的に接続されている。
【００５１】
　図７は、フィスカルメモリ基板１０の第１面１０Ａと第２面１０Ｂを示しており、特に
第１面１０Ａと第２面１０Ｂにおける接触防止部１５０，１６０の配置例を示している。
【００５２】
　図７に示すように、フィスカルメモリ基板１０の第１面１０Ａには、ほぼ四隅の位置に
電気絶縁性を有する接触防止部１５０が搭載されている。これらの４つの接触防止部１５
０は、図４に示すフィスカルメモリ基板１０の第１面１０Ａと側面部４１１の内面４９１
との間に電気絶縁用の空間を確保することで、第１面１０ＡのＣＰＬＤ１１とその他の回
路上機能する部品１００Ｍ、１００Ｎなどと側面部４１１の内面４９１との電気的な接触
を無くして電気絶縁性を確保する。
【００５３】
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　この接触防止部１５０は、フィスカルメモリ基板１０の第１面１０Ａに搭載されて回路
上機能する部品、例えばコンデンサやダイオードなどであっても良いし、フィスカルメモ
リ基板１０の第１面１０Ａに搭載されて回路上機能しないダミー部品であっても良い。
【００５４】
　また、図５と図７に示すように、フィスカルメモリ基板１０の第２面１０Ｂには、ほぼ
四隅の位置に電気絶縁性を有する接触防止部１６０が搭載されている。これらの４つの接
触防止部１６０は、図５に示すフィスカルメモリ基板１０の第２面１０Ｂと内面３３０と
の間に電気絶縁用の空間を確保することで、第２面１０Ｂのフィスカルメモリ１００など
と内面３３０の内面との間の電気的な接触を無くして電気絶縁性を確保する。
【００５５】
　この接触防止部１６０は、フィスカルメモリ基板１０の第２面１０Ｂに搭載されて回路
上機能する部品、例えばコンデンサやダイオードなどであっても良いし、フィスカルメモ
リ基板１０の第２面１０Ｂに搭載されて回路上機能しないダミー部品であっても良い。接
触防止部１５０，１６０は、図示例では互いに対応する位置に位置決めされている。
【００５６】
　このように、接触防止部１５０，１６０は、フィスカルメモリ基板１０の第１面１０Ａ
と第２面１０Ｂと、保持部４１０の内面３３０，４９１との間に機械的な間隔を設定する
ことで、金属製の保持部４１０に対する電気的絶縁を確保できる。
【００５７】
　接触防止部１５０の第１面１０Ａにおける実装高さ（搭載高さ）は、フィスカルメモリ
基板１０に実装されているＣＰＬＤ１１と、例えばその他の回路上機能する部品１００Ｍ
、１００Ｎなどの第１面１０Ａにおける実装高さ（搭載高さ）よりも大きく設定されてい
る。これにより、各部品が側面部４１１の内面４９１に対して電気的に接触するのを確実
に防げる。
【００５８】
　接触防止部１６０の第２面１０Ｂにおける実装高さ（搭載高さ）は、フィスカルメモリ
基板１０に実装されているフィスカルメモリ１００や他の部品１００Ｈなどの第２面１０
Ｂにおける実装高さ（搭載高さ）よりも大きく設定されている。これにより、各部品が保
持部４１０の側面部３３０に対して電気的に接触するのを確実に防げる。
【００５９】
　図２に示すインターフェース基板２００は、コネクタＣ１，Ｃ２，Ｃ３とメインＣＰＵ
（中央処理装置）とメモリなどを実装している。インターフェース基板２００のコネクタ
Ｃ３は、プリンタ１の本体２内に配置されているメイン基板５００に対して電気的かつ機
械的に接続することができる。また、インターフェース基板２００は、コネクタＣ１，Ｃ
２を用いてホストコンピュータ（ＨＯＳＴ）７００に対して電気的に接続される。
【００６０】
　次に、フィスカルメモリ基板１０が、カバー部材３００の保持部４１０のスペース４４
１内に挿入して保持されてしかも固定されるフィスカルユニットの製造方法を説明する。
【００６１】
　図８に示すように、カバー部材３００の保持部４１０のスペース４４１内には、封止剤
５６０が、封止剤供給部５５０からシリンジ５５１を通じて供給される。これにより、図
９と図１０に示すように、所定量の封止剤５６０が保持部４１０のスペース４４１内に充
填される。この際に、保持部４１０内には複数の突起部４５０があるが、封止剤５６０の
充填には支障がない。封止剤５６０としては、例えばエポキシ樹脂のような樹脂を採用す
ることができる。
【００６２】
　次に、図９に示すように、フィスカルメモリ基板１０が、Ｅ方向に沿って保持部４１０
のスペース４４１内に挿入される。図１１と図１２に示すように、フィスカルメモリ基板
１０は、その一部分を除いて保持部４１０のスペース４４１内に収容して保持される。図
１２に示すように、フィスカルメモリ基板１０の第１面１０Ａの各部品と第２面１０Ｂの
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各部品は封止剤５６０により覆われることで封止される。
【００６３】
　これにより、図１２（Ｂ）に示すように、第１面１０Ａ側のＣＬＰＤ１１と第２面１０
Ｂ側のフィスカルメモリ１００は、封止剤５６０により覆われることで確実に封止される
。保持部４１０のスペース４４１内に充填される封止剤５６０の量としては、封止剤５６
０が、フィスカルメモリ基板１０の第１面１０Ａの各部品と第２面１０Ｂの各部品および
各突起部４５０を覆うことができ、しかも第１面１０Ａと第２面１０Ｂと保持部４１０の
間を充填できる量である。
【００６４】
　ところで、図１２（Ａ）と図１２（Ｂ）に示すように、フィスカルメモリ基板１０の第
１面１０Ａには、ほぼ四隅の位置に接触防止部１５０が搭載され、フィスカルメモリ基板
１０の第２面１０Ｂには、ほぼ四隅の位置に接触防止部１６０が搭載されている。このこ
とから、４つの接触防止部１５０は、図１２に示すフィスカルメモリ基板１０の第１面１
０Ａと側面部４１１の内面４９１との間の電気的な接触を無くして電気絶縁性を確保する
と共に、フィスカルメモリ基板１０の第２面１０Ｂと内面３３０との間の電気的な接触を
無くして電気絶縁性を確保できる。
【００６５】
　また、図１２（Ａ）と図１２（Ｂ）に示すように、保持部４１０内には複数の突起部４
５０が予め設けられているが、封止剤５６０が各突起部４５０を覆うようにして保持部４
１０内に充填されている。これにより、封止剤５６０が固まって、フィスカルメモリ基板
１０が保持部４１０内で固定された後に、仮にフィスカルメモリ１００内のフィスカルデ
ータを改ざんしようとする者が、フィスカルメモリ基板１０を図１１のＺ方向に持ち上げ
て保持部４１０内から引き抜こうとしても、複数の突起部４５０は封止剤５６０が持ち上
がるのを防ぐストッパーの役目を果たす。従って、フィスカルメモリ基板１０自体やフィ
スカルメモリ基板１０を覆っている封止剤５６０に痕跡を残さずには、フィスカルユニッ
ト２０の保持部４１０内からフィスカルメモリ基板１０を取り出すことができない。この
ため、フィスカルメモリ１００の改ざんを確実に防止することができる。
【００６６】
　以上のように、フィスカルメモリ基板１０は、フィスカルユニット２０のカバー部材３
００の保持部４１０から容易に抜くことができないので、フィスカルメモリ基板１０のフ
ィスカルメモリ１００に記憶されているフィスカルデータの改ざんを、確実に防止するこ
とができる。
【００６７】
　フィスカルメモリ基板１０は封止剤５６０により固定されしかも突起部４５０により抜
き出し難くしていることから、仮に、フィスカルメモリ基板１０が、カバー部材３００の
保持部４１０から無理やり抜き取れたとしても、フィスカルメモリ基板１０のフィスカル
メモリ１００と覆っている封止剤５６０には破損の痕跡が残ることから、この場合には、
例えばフィスカルメモリ１００のフィスカルデータを改ざんしたものとみなすことができ
る。
【００６８】
　上述した例では、図９に示すように先に封止剤５６０が保持部４１０内に注入されて、
その後保持部４１０内にフィスカルメモリ基板１０が挿入されるようにしている。このよ
うに先に封止剤５６０を保持部４１０内に入れた後に、保持部４１０内にフィスカルメモ
リ基板１０を挿入するので、封止剤５６０は保持部４１０の内面とフィスカルメモリ基板
１０の各部品の間に確実に充填でき、封止剤５６０はフィスカルメモリ基板１０の各部品
と突起部４５０を確実に覆うことができる。逆に、保持部４１０内にフィスカルメモリ基
板１０を挿入した後に、封止剤５６０を保持部４１０内に注入してもよいが、この場合に
は保持部４１０の内面とフィスカルメモリ基板１０の間に封止剤５６０をゆっくりと注入
しなければならないので、封止剤５６０の注入に時間がかかってしまう。
【００６９】
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　また、フィスカルメモリ基板１０は接触防止部１５０，１６０を有しており、フィスカ
ルメモリ基板１０をカバー部材３００内に挿入して固定する際に、フィスカルメモリ基板
１０をカバー部材３００に対して別途電気絶縁するための別部品を作成する必要がない。
このことから、フィスカルユニット２０の構造を簡単化でき、保持部４１０をできる限り
フィスカルメモリ基板１０の厚みに近づけることができるので、フィスカルユニット２０
の薄型化が図れる。
【００７０】
　接触防止部１５０，１６０をフィスカルメモリ基板１０に対して実装する工程だけを追
加的に行えば済むので、基板の絶縁処理のための余分な製造工程が不要となる。
【００７１】
　接触防止部１５０，１６０がフィスカルメモリ基板１０に実装されていることにより、
フィスカルメモリ基板１０と保持部４１０の間には、確実に空間が形成でき、この空間に
樹脂などの封止剤を容易にしかも確実に充填することができる。
【００７２】
　フィスカルメモリ基板１０の第１面と第２面には、それぞれ高さのある部品がバランス
良く配置されており、フィスカルメモリ基板１０は狭いスペースの保持部４１０内に挿入
されても、フィスカルメモリ基板１０の各部品と金属製の保持部４１０との間の電気絶縁
性を確保できる。
【００７３】
　本発明の実施形態では、フィスカルユニット２０は、フィスカルメモリ１００を搭載し
ているフィスカルメモリ基板１０を保持して保護する。フィスカルユニット２０は、フィ
スカルメモリ基板１０を挿入して保持するためのスペース４４１を有する金属製の保持部
４１０と、フィスカルメモリ基板１０に配置されてフィスカルメモリ基板１０が保持部４
１０のスペース４４１に挿入された状態で、フィスカルメモリ基板１０が保持部４１０に
接触するのを防止して電気絶縁性を確保する接触防止部１５０，１６０とを備える。
【００７４】
　これにより、簡単な構造でありながら、フィスカルメモリ基板上のフィスカルメモリや
その他の回路上機能している部品と金属製の保持部との間の電気的絶縁性を確保すること
ができる。
【００７５】
　本発明の実施形態では、保持部４１０は、フィスカルメモリ基板１０を収容して保持す
る金属製のケースであり、保持部４１０のスペース４４１には、フィスカルメモリ１００
を覆ってフィスカルメモリ基板１０を固定するための封止剤５６０が配置されている。こ
れにより、フィスカルメモリ基板１０は保持部４１０のスペース４４１内において封止剤
５６０により固定された状態で被覆されていることから抜くことが困難になり、フィスカ
ルメモリ１００に記憶されているフィスカルデータの改ざんを確実に防止することができ
る。
【００７６】
　本発明の実施形態では、接触防止部１５０，１６０は、フィスカルメモリ基板１０に搭
載されて回路上機能する部品であるか、または接触防止部１５０，１６０は、フィスカル
メモリ基板１０に搭載されて回路上機能しないダミーの部品である。これにより、電気絶
縁用の部品を別途用意する必要がなく、フィスカルメモリ基板１０に対して接触防止部１
５０，１６０を用いるだけで済むので、フィスカルユニットの構造が薄型化と単純化が図
れる。
【００７７】
　本発明の実施形態では、接触防止部は、フィスカルメモリ基板１０の少なくとも一方の
面に配置されている。これにより、フィスカルメモリ基板１０の一方の面だけに部品や回
路配線パターンなどの導電物が配置されている場合には、フィスカルメモリ基板１０の構
造の単純化とフィスカルユニット２０の構造の単純化が図れる。
【００７８】
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　本発明の実施形態では、接触防止部１５０，１６０のフィスカルメモリ基板１０におけ
る搭載高さは、フィスカルメモリ基板１０に搭載されている部品のフィスカルメモリ基板
１０における搭載高さよりも、大きく設定されている。これにより、各部品と保持部との
間の電気的な接触を確実に防いで電気絶縁性を確保することができる。
【００７９】
　本発明の実施形態では、接触防止部は、フィスカルメモリ基板１０の四隅に配置されて
いる。これにより、接触防止部の単純な配置により、フィスカルメモリ基板１０の各部品
と金属製の保持部との間の電気的な接触を確実に防いで電気絶縁性を確保することができ
る。
【００８０】
　ところで、本発明は、上記実施形態に限定されず種々の変形例を採用できる。
【００８１】
　封止剤５６０は例えばエポキシ樹脂などの樹脂以外の電気絶縁性を有する材料を使用す
ることも可能である。
【００８２】
　突起部４５０は、内面３３０と側面部４１１においてそれぞれ例えば４つ点状に形成さ
れているが、突起部４５０の形成個数や形状に特に限定されるものではない。例えば図１
３に示すように、突起部４５０Ｔは、開口部４４０に沿って線状に形成されている。
【００８３】
　突起部が形成されているのは、開口部４４０側に近い位置であるが、これに限らず他の
位置であっても良い。
【００８４】
　また、接触防止部１５０，１６０は、例えば回路上機能する部品や、回路上機能しない
ダミー部品を使用できるが、この他に電気絶縁性を有する他の種類の部品あるいは突起を
設けることができる。
【００８５】
　接触防止部は、フィスカルメモリ基板の両面に設けている。しかし、フィスカルメモリ
やその他の回路上機能する部品がフィスカルメモリ基板の一方の面に設けられており、他
方の面には部品と回路配線パターンなどの導電物が形成されていない場合には、例えば接
触防止部が、少なくともその一方の面に配置する。すなわち、接触防止部はフィスカルメ
モリ基板の片面だけに設けることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】本発明のフィスカルユニットおよびフィスカルユニットを有するプリンタの好ま
しい実施形態を示す斜視図である。
【図２】本発明のフィスカルユニットおよびフィスカルユニットを有するプリンタの好ま
しい実施形態を示す斜視図である。
【図３】本体の後部の下部にフィスカルユニットが装着されている状態を示すプリンタの
側面図である。
【図４】金属製のカバー部材とフィスカルメモリ基板を第１方向から示す斜視図である。
【図５】金属製のカバー部材とフィスカルメモリ基板を第２方向から示す斜視図である。
【図６】封止剤が充填される前の保持部を示す平面図である。
【図７】フィスカルメモリ基板の第１面と第２面における接触防止部の配置例を示す図で
ある。
【図８】封止剤が充填される状態を示す斜視図である。
【図９】封止剤が充填された後の保持部を示す斜視図である。
【図１０】封止剤が充填された後の保持部を示す図である。
【図１１】フィスカルメモリ基板が保持部に挿入して保持された状態を示す斜視図である
。
【図１２】フィスカルメモリ基板が保持部に挿入して保持された状態を示す図である。
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【図１３】本発明の別の実施形態を示す図である。
【符号の説明】
【００８７】
　１　　プリンタ　　　　　　　　　　　　　　２　　プリンタの本体
　１０　フィスカルメモリ基板（第１基板）　
　１０Ａ　フィスカルメモリ基板の第１面　　
　１０Ｂ　フィスカルメモリ基板の第２面　　　２０　フィスカルユニット　
　１００　フィスカルメモリ　　　　　　　　　１５０　接触防止部　　
　１６０　接触防止部　　　　　　　　　　
　２００　インターフェース基板（第２基板）　３００　カバー部材　　
　４１０　保持部　　　　　　　　　　　　　　４４１　保持部のスペース　　　
　５６０　封止剤

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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